
三朝町の文化財
令和7年4月1日 現在

【総計】

【国指定】　
区分 名称 指定年月日 員数 所在地 概要

国宝
三仏寺奥院
（投入堂）

S27.3.29 1 三徳
流造、檜皮葺。平安時代後期の神社建

築。

附 愛染堂 S27.3.29 1 三徳
切妻造、檜皮葺。平安時代後期の神社

建築。

附 棟札 S27.3.29 1 三徳
永和元年七月ニ五日、屋根修理の記

録。

附 古材 S52.6.27 43 三徳 大正時代の修理で取り外された古材。

重要文化財 三仏寺納経堂 M37.2.18 1 三徳
春日造、こけら葺。平安時代後期の神社

建築。

重要文化財 三仏寺地蔵堂 M37.2.18 1 三徳
入母屋造、こけら葺。室町時代後期の建

築と推定される。

重要文化財 三仏寺文殊堂 M37.2.18 1 三徳
入母屋造、こけら葺。桃山時代の建築と

推定される。

重要文化財 銅鏡 M37.2.18 1 三徳
鏡面に長徳３年（997）銘の線刻あり。

裏面には鸚鵡紋あり。

重要文化財
木造蔵王権現立像
（奥之院安置）

M37.2.18 1 三徳
檜材の寄木造。投入堂の正本尊。平安

時代後期の作。

附
附紙本墨書
仁安三年造立願文

S45.5.25 1

重要文化財
木造聖観音立像
（観音堂安置）

T9.4.15 1 三徳
檜材の一木造。本来は十一面観音。平

安時代後期の作。

重要文化財 木造蔵王権現立像 T9.4.15 7 三徳
投入堂の脇本尊6体と本堂安置1体。す

べて檜材の一木造で平安時代の作。

重要文化財
楽焼黒茶碗(東陽坊)
長次郎作

S37.6.21 1 三朝
銘東陽坊。初代長次郎作。千利休が選

定した長次郎茶碗７種のひとつ。

名勝及び史跡 三徳山 S9.7.7 1 三徳
山岳信仰の歴史と特徴的な植生や岩山

による歴史的風致景観。

名勝 小鹿渓 S12.12.8 1
中津
神倉

巨石や瀑布、深淵からなる奇勝と特徴的

な植生による風致景観。

特別
天然記念物

オオサンショウウオ S26.6.9 1
地域を
定めず

世界最大の両生類。100年以上生きる

ものもいる。

重要無形
民俗文化財

三朝のジンショ H21.3.11 1 三朝
長さ約80m、重さ約２tの大綱を東西に

分かれて引き合う。

指定件数 13

員数 65
国指定

国宝：三仏寺奥院（投入道）

名勝：小鹿渓

区分 指定件数 員数

国指定 13 65

国登録 8 8

県指定 14 32

町指定 47 61

合計 82 166



【国登録】
区分 名称 指定年月日 員数 所在地 概要

登録
有形文化財

旅館大橋本館 H9.9.3 1 三朝
木造3階建、瓦葺、建築面積625㎡/昭

和7年(1932)/名称変更(H14.9.3)

登録
有形文化財

旅館大橋離れ H9.9.3 1 三朝
木造3階建、瓦葺、建築面積312㎡/昭

和7年(1932)/名称変更(H14.9.3)

登録
有形文化財

旅館大橋大広間棟 H9.11.5 1 三朝
木造2階建、瓦葺、建築面積214㎡/昭

和7年(1932)/名称変更(H14.9.3)

登録
有形文化財

旅館大橋西離れ H9.11.5 1 三朝
木造平屋建一部2階、瓦葺、建築面積

68㎡/昭和7年(1932)

/名称変更(H14.9.3)

登録
有形文化財

旅館大橋太鼓橋 H9.11.5 1 三朝
木造、瓦葺、建築面積23㎡/昭和7年

(1932)/名称変更(H14.9.3)

登録
有形文化財

三朝橋 H17.7.12 1 三朝
鉄筋コンクリート造桁橋、橋長69m、幅

員5.5m、高欄及び燈籠付

/昭和9年(1934)

登録
有形文化財

木屋旅館 H22.4.28 1 三朝

木造2階一部3階地下1階建、鉄板一部

瓦葺、建築面積516㎡/

明治期、大正8年(1919)・昭和29年

(1954)・昭和33年(1958)増築

登録
有形文化財

南菀寺山門 H22.4.28 1 三朝
木造2階建、瓦葺、建築面積9.5㎡/昭和

2年(1927)

指定件数 8

員数 8
国登録



【県指定】
区分 名称 指定年月日 員数 所在地 概要

保護文化財 三徳山三仏寺建造物群 H14.12.20 6 三徳
不動堂、元結掛堂、観音堂、鐘楼堂、十

一面観音堂、本堂の６棟。

保護文化財 木造狛犬 S62.12.25 1 三徳
阿吽１対。檜材の寄木造。鎌倉時代後半

ごろの作と推定される。

保護文化財 木造狛犬 S62.12.25 1
県博
寄託

明徳３年（1392）の墨書があり、南北朝

時代の作。県立博物館寄託。

保護文化財 銅造誕生釈迦仏立像 H7.4.21 1 三徳
千軒原から出土したと伝わる。平安時代

の作と推定される。

保護文化財 木造狛犬（阿形） H21.9.29 1 三徳 檜材の一木造。顔が一部欠損。

保護文化財 木造阿弥陀如来立像 H23.3.22 1 三徳
三仏寺の秘仏。檜材の一木造。平安時

代後期の作と推定。

保護文化財 神像 R3.11.19 4 非公開

保護文化財 神像 R6.1.19 10 三徳
男神4･女神1/平安時代､女神1/鎌倉

時代､男神4/室町時代

保護文化財 男神騎馬像 R6.1.19 2 三徳
木造１、彩色（1542年）、木造1、彩色

(1523年)

附
脛当､鐙､太刀2､
勝手権現御弓箱

名勝 正善院庭園 H17.11.29 1 三徳
懸瀧池泉廻遊蓬莱山形式。江戸時代中

期以降の作庭と推定される。

名勝 依山楼岩崎庭園 R5.6.13 1 三朝
昭和初期の庭師巽武之助による作庭と

伝わる。

天然記念物
花倉山のヒノキ・
ホンシャクナゲ群落

S39.3.3 1 笏賀
滝の周辺部など湿度の高い急崖地に極

限的に発達する貴重な群落。

天然記念物 福本のツバキ S48.3.30 1 福本
油を採取するため植えられ、旅人の休息

場所としても利用された。

無形
民俗文化財

さいとりさし S49.10.18 1 湯谷
「鳥をとる」から「福をとる」などと転じ祝

狂言として伝承された。

指定件数 14

員数 32
県指定



【町指定】
区分 名称 指定年月日 員数 所在地 概要

有形文化財 中津の普賢堂 S63.10.1 1 中津
かや葺、寄棟/元禄9年(1696)頃/所有

者変更(H11.6.15中津区→正善院)

有形文化財 梅翁山曹源寺建造物群 H29.6.1 3 曹源寺

①本堂：木造瓦葺平屋建、建築面積

251.91㎡、寄棟造（玄関唐破風造銅版

葺）、伝文化年間築

②山門：木造瓦葺2階建、建築面積

34.77㎡

③鐘突堂：木造瓦葺平屋建、建築面積

6.92㎡

有形文化財 写経 S50.6.11 11 三徳 血書、墨書、血朱書等　11種

有形文化財 金屋子神像 S63.10.1 1 穴鴨
像高20㎝、古代衣装をまとった木彫像、

鍜治場守護神

有形文化財 吉尾堂奉納額 S63.10.1 1 吉尾
伯耆観音霊場33箇所の御詠歌/寛政

13年(1801)

有形文化財 三仏寺本堂俳諧額 S63.10.1 1 三徳
横10m70cm、縦180cm、原本がある/

弘化2年(1845)

有形文化財 水月堂掲額 S63.10.1 3 久原
１蘭鳥奉納の「還歴賀歌仙」、2奉納俳

諧四季百□、3伯耆の国三十三か所巡

禮歌

有形文化財 宮本包則刀剣 S63.10.1 1 久原
長さ二尺三寸一分、反り七分、刃文上半

太直刀調、下半小足入り葉働く小佛付く

/慶応3年(1867)以降の作

有形文化財 宮本包則刀剣 S63.10.1 1 三徳
長さ三尺五寸、反りなし、刃文中直刀/明

治43年(1910)

有形文化財 宮本包則刀剣 S63.10.1 1 赤松
長さ二尺三寸、反り五分、刃文小互の

目、物打上金筋入る/大正8年(1919)

有形文化財 宮本包則刀剣 S63.10.1 1 木地山
長さ二尺二寸八分五厘、反り五分三厘、

刃文、互の目丁字/明治35年(1902)

有形文化財 安田家古文書 S63.10.1 1
倉博
寄託

たたら製鉄に関する資料を中心とした江

戸時代の在方状況を知る手掛かりとな

る文書

有形文化財 南条家古文書 S63.10.1 1
県博
寄託

南条氏がこの地を支配していた頃の数

少ない証拠資料/所有者変更(中津区→

三朝町)

有形文化財 唐櫃 H24.2.1 1 三徳
スギ材、総高46.4cm、縦33.5cm、横

58.0cm

有形文化財 白磁香炉 H24.2.1 1 三徳 総高13.0cm、幅11.0cm

有形文化財 参籠札 H24.2.1 1 三徳 長さ約20.0cm

有形文化財 木造阿弥陀如来坐像 H24.2.1 1 非公開 ヒノキ材、総高82.0cm

有形文化財 天部立像 H24.2.1 1 非公開 ヒノキ材、総高98.5cm

有形文化財 鉄鰐口 H24.2.1 1 非公開 直径36.5㎝

有形文化財 多聞天像　邪鬼 H25.2.1 1 非公開
ヒノキ材(カヤ材の可能性有)、総高

25.0cm、横56.0cm、奥31.0cm/中津

の普賢堂安置/平安時代

有形文化財 持国天像　邪鬼 H25.2.1 1 非公開
ヒノキ材(カヤ材の可能性有)、総高

20.3cm、横52.0ｃｍ、奥33.5ｃｍ/中津

の普賢堂安置/平安時代

有形文化財 千手観音立像 H26.1.23 1 非公開
総高160.0cm/平安時代(頭上十一面、

頂上仏面から頭上面両耳部及び両耳)



有形文化財 鉄鰐口 H26.1.23 1 非公開 直径42.5㎝

旧跡 株湯 H22.12.16 1 三朝

名勝 不動滝 H28.2.26 1 三徳 高さ：9.7m、直瀑

名勝 馬場の滝 H28.2.26 1
福吉・
小河内

上段：高さ4.0m、直瀑/中段：高さ

3.0m、渓流瀑/下段：高さ14.3ｍ、直瀑

名勝 不動様の滝 H28.2.26 1 田代
上段：高さ6.0m、段瀑/下段：高さ

8.3m、渓流瀑

名勝 牧滝山 H28.2.26 1 牧
上段：高さ16.9m、直瀑/中段：高さ

4.9m、直瀑/下段：高さ8.5ｍ、段瀑

天然記念物
田代真山・
高丸ドウダンツツジ

S50.6.10 1 田代 落葉低木

天然記念物 今泉の春楡 S50.6.10 1 今泉
樹高17m、樹齢150年/北方系樹種、落

葉高木

天然記念物 石楠花 S50.6.10 1 地域を定めず
常緑低木、適応力に弱く花崗岩を好む

樹種、百難花

天然記念物 今泉神社社叢 S50.6.10 1 今泉 スダジイ、シラカシｼ等(再交付有)

天然記念物 スギラン H25.2.1 1
地域を
定めず

環境省絶滅危惧Ⅱ類(VU)、鳥取県絶滅

危惧Ⅰ類(CR+EN)/三徳山に自生

天然記念物 ハコネシダ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)/三徳

山に自生

天然記念物 シシンラン H25.2.1 1
地域を
定めず

環境省絶滅危惧Ⅱ類(VU)、鳥取県絶滅

危惧Ⅰ類(CR+EN)/三徳山に自生

天然記念物 ヨウラクラン H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)/三徳

山に自生

天然記念物 イワガサ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生(H25.5.20不動堂付近)

天然記念物 エゾカワラナデシコ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生(H25.5.20地蔵堂付近、不動堂付

近)

天然記念物 セッコク H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生

天然記念物 チョウジギク H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生

天然記念物 ヒモカズラ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生

天然記念物 ビロードシダ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生

天然記念物 ミスミソウ H25.2.1 1
地域を
定めず

環境省準絶滅危惧(NT)、鳥取県絶滅危

惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自生

天然記念物 ミツガシワ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山、俵

原、中津、大谷に自生

天然記念物 メグスリノキ H25.2.1 1
地域を
定めず

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類(VU)/三徳山に自

生

無形
民俗文化財

三徳山御幸行列 H23.3.22 1 三徳
昭和17年(1942)以降実施されず、平

成18年(2006)以降復活実施

無形
民俗文化財

壁塗りさんこ H23.3.22 1 吉尾
壁塗りの所作を「さんこ節」にあわせて

歌い踊る余興芸

指定件数 47

員数 61
町指定


